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審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 松阪市子ども・子育て会議（第 16回） 

２．開 催 日 時 平成 29年 3 月 16 日（木）午後 6時 00 分から午後 7時 30 分 

３．開 催 場 所 松阪市産業振興センター3階研修ホール 

４．出席者氏名 

委 員 ◎須永進、中津麗、高谷育子、○髙島清子、中村昭子、高

橋恵司、西出泰弘、堤康雄、鈴木エリ子、塩谷明美、大西可奈子、

奥田浩司、近藤慎一郎、安田尚樹、岡田晴夫、小林奈美   （◎会

長・○副会長） 

事務局 山路茂副市長、薗部功福祉事務所長、長野功子ども子育て

支援推進マネージャー、沼田雅彦こども未来課長、阪口和恵家庭

児童支援担当監、荒木章次保育園担当担当監、鈴木良行こども担

当主幹、大滝和則こども係主任、田中孝子健康推進課保健師統括

監兼感染症対策担当監、青木俊夫教育総務課参事兼課長、松林正

人教育総務課総務政策担当主幹、安東美代子総務政策係長、添田

一美学校支援課教育課程係員 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 2 人 

７．担 当 

松阪市殿町 1340 番地 1 松阪市福祉事務所こども未来課 

担当者： 荒木、大滝 

電 話： 0598-53-4212    ＦＡＸ： 0598-26-9113 

e-mail： kod.div＠city.matsusaka.mie.jp 

協議事項 

１． 副市長挨拶 

２．松阪市子ども・子育て会議会長挨拶 

３．報告事項 

（１） 第 15 回 松阪市子ども・子育て会議の内容（H29.1.12） 

※1/12 第 15 回 松阪市子ども・子育て会議での意見と考え方 

（２） パブリックコメントにおける意見と考え方（H29.1.10～31） 

※1/10～31 松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針(中間案)に対するパブリックコ

メントの意見と考え方 

（３） 第５回 松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会の内容（H29.3.8） 

 

４．協議事項 

（１）松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針について 
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（２）専門部会の解散について（松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会） 

 

５．平成２９年度 子ども・子育てに係る主な事業について 

６．その他 

 

 

議事録 

 別紙「松阪市子ども・子育て会議（第 16 回）議事録」のとおり 
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松阪市子ども・子育て会議（第 16回）議事録 

 

日  時：平成 29 年 3月 16 日（木）18:00～19:30 

場  所：産業振興センター３階研修ホール 

出席委員：須永進（会長）、中津 麗、高谷育子、髙島清子（副会長）、中村昭子、高橋恵司、

西出泰弘、堤 康雄、鈴木エリ子、塩谷明美、大西可奈子、奥田浩司、近藤慎一郎、

安田尚樹、岡田晴夫、小林奈美 

欠席委員：正木励弥、殿内裕哉、岡田 実、 

事 務 局 ：山路茂副市長、薗部功福祉事務所長、長野功子ども子育て支援推進マネージャー、

沼田雅彦こども未来課長、荒木章次保育園担当担当監、鈴木良行こども担当主

幹、大滝和則こども係主任、田中孝子健康推進課保健師統括監兼感染症対策担

当監、青木俊夫教育総務課参事兼課長、松林正人教育総務課総務政策担当主幹、

安東美代子総務政策係長、添田一美学校支援課教育課程係員 

 

配布資料：・第 16 回松阪市子ども・子育て会議・事項書 

     ・松阪市子ども・子育て会議（第 16回）議事録 

     ・1/12 第 15 回松阪市子ども・子育て会議での意見と考え方 

     ・1/10～31 松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針（中間案）に対する意見と 

考え方 

     ・松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針 

     ・第 5回 松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会議事録 

     ・平成 29 年度 子ども・子育てに係る主な事業 

 

［議事録］ 

 

＜開会＞ 

 

１．副市長挨拶【山路茂副市長より】 

松阪市副市長の山路茂です。本来であれば、市長の竹上が出席してごあいさつをすると

ころではございますが、公務のため、出席することができませんでしたので、私のほうか

ら開会のご挨拶をさせていただきます。 

本日は、大変お疲れのところ「第 16回松阪市子ども・子育て会議」にご出席をいただき

まして、誠にありがとうございます。 

そして、須永先生はじめ皆さま方におかれましては、平素より松阪市の教育・保育の充

実のために、日々、ご尽力いただいておりますことに対して、深く感謝申し上げます。 

この「松阪市子ども・子育て会議」は、今年度 3 回目の開催でございます。前回の会議

は、1月 12日でござましたが、今年度は、松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針の作成

作業もあり、例年になく会議の回数が増え、委員の皆さんには、ご協力をいただいている
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次第でございます。 

特に、「松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会」の委員の皆様には、何度も、夜遅く

まで会議を行っていただき、幼稚園・保育園のあり方を検討していただきましたことにつ

きまして、重ねてお礼申し上げます。そのような形で、ご尽力いただきました甲斐もあっ

て、本日、この後協議を行っていただきます「松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針」

をまとめていただくことができましたことについて、感謝申し上げます。 

さて、平成 29 年度からの子ども・子育てに係る業務を担う新組織体制として、新たに

「こども局」を創設し、併せて、幼稚園に関する業務は、教育委員会から市長部局の方に

移り、幼稚園と保育園が一つの課で担い、幼稚園と保育園の窓口についても一本化される

ことになり、新たな組織で対応させていただくことになります。 

また、この 4月からオープンします「新健康センター はるる」を拠点に、松阪版ネウボ

ラの展開や、昨年 10 月に開設しました「子ども発達総合支援センター そだちの丘」の充

実を図るとともに、三世代同居・近居への支援、病児・病後児保育の拡充、併せて一時預

かり事業の開始に向けた施設整備、公立春日保育園、私立神戸保育園の整備、保育士を確

保するための施策など様々な取組みを行っていきます。 

最後になりましたが、須永会長様はじめ、松阪市子ども・子育て会議の委員の皆様にお

かれましては、2 年間という任期の中で、大変お世話をおかけいたしました。引き続きお

願いをさせていただく方もあろうかとは思いますが、今後とも、皆さんには、ご理解、ご

協力の程をよろしくお願いします。簡単ではございますが、会議の開催にあたってのご挨

拶とさせていただきます。 

 

２．子ども・子育て会議会長挨拶【須永会長より】 

幼稚園・保育園あり方基本方針について、様々なご意見をきかせていただき、なんとか

取り纏めを行ってきました。本日は、その内容の確認をさせていただきたいと思います。

それではさっそくですが、はじめさせていただきたいと思います。 

 

 

３．報告事項 

（１）第 15 回 松阪市子ども・子育て会議の内容（H29.1.12） 

※1/12 第 15 回 松阪市子ども・子育て会議での意見と考え方 

 

事務局より、第 15 回 松阪市子ども・子育て会議の内容（H29.1.12）について、松阪市

子ども・子育て会議（第 16 回）議事録、1/12 第 15 回松阪市子ども・子育て会議での意見

と考え方をもとに説明。 

 

（２） パブリックコメントにおける意見と考え方（H29.1.10～31）について 

 

事務局より、パブリックコメントにおける意見と考え方（H29.1.10～31）について、1/10
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～31 松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針（中間案）に対する意見と考え方をもとに

説明。 

 

（３） 第５回 松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会の内容（H29.3.8） 

 

  事務局より、パブリックコメントにおける意見と考え方（H29.1.10～31）について、第

5回 松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会議事録をもとに説明。 

 

（質疑応答・意見交換） 

会長 

  委員の皆様、只今の説明について、質問等あれば、どうでしょうか。 

 

全ての委員   

特になし 

 

４．協議事項 

（１）松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針について 

   

  事務局より、松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針について、松阪市立幼稚園・保育

園あり方基本方針をもとに説明。 

 

会長 

  中間案を修正したものであり、最終案ということになります。委員の皆様、説明につい

て、ご意見等あれば、どうでしょうか。 

 

全ての委員  

特になし 

 

（質疑応答・意見交換） 

会長 

 それでは、松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針について、お認めいただける委員の

皆様には挙手をしていただければと思います。 

→全委員挙手 

 

（２） 専門部会の解散について（松阪市立幼稚園・保育園あり方検討部会） 

 

  事務局より、松阪市立幼稚園・保育園あり方検討専門部会の解散について説明。 
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（質疑応答・意見交換） 

会長 

  ただいま、検討部会について一定の目的が達成されたため、解散するという提案をいた

だきました。その提案について、ご意見等あれば、どうでしょうか。 

 

全ての委員   

特になし 

 

会長 

 それでは、専門部会の解散について、賛成の方は挙手をお願いします。 

→全委員挙手 

 

会長 

本日を持ちまして、専門部会を解散とさせていただきます。委員の皆様、長い間、あり

がとうございました。 

 

５．平成 29 年度 子ども・子育てに係る主な事業について 

事務局より、平成 29 年度子ども・子育てに係る主な事業について説明。 

 

会長 

  委員の皆様、説明について、質問等あれば、どうでしょうか。 

 

委員 

  この中に出ているわけではありませんが、生活保護家庭・就学支援家庭における学習支

援について、ご紹介をいただけたらと思います。 

 

 事務局 

  生活困窮の学習支援事業でございます。対象の方は、生活保護受給世帯、就学支援を受

けてみえる方です。周知については、対象者に個別通知をするのではなく、学校から全体

にお知らせをさせていただく予定です。場所は、川井町の子ども支援研究センターと福祉

会館の 2か所で実施させていただきます。対象学年は、小学 6年生と中学 1年から 3年生

で、教科は数学と英語であり、最大 40名の子どもさんを受け入れていきます。指導させて

いただくものとしては教員のＯＢ、大学生にお願いさせていただきます。 

  ただ、場所につきましては、市内の交通の便がいいところを設定していますが、全市内

の皆様を対象にしておりますので、地域性を配慮し、柔軟に考えていかなければいけない

と思っています。平成 29 年 8 月くらいのスタートとなります。 

 

委員 
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  放課後児童クラブではこれから施設が出来上がってくると記載がございますが、青少年

健全育成の関係で放課後子ども教室推進事業がありますが、どうなんでしょうか。 

 

 事務局 

  現在、放課後子ども教室につきましては、市内で 4か所を実施しています。場所は、委

託事業ですが、木の情報館スマッキー、飯高老人福祉センター、飯南産業文化センター、

漕代小学校で実施しております。 

 

委員 

  少子化対策に関して、庁内でプロジェクトチームを作って、実施していくという話でし

たが、どんなことをやったのでしょうか。また、母子保健について、困った家庭に入り込

んでいただき対応する事業を検討していただけないかと思います。 

 

 事務局 

  少子化対策ですが、三世代同居・近居支援、保育園整備というところで、松阪市が子育

てをしやすい街であることを打ち出していきたいと考えております。 

  お困りのご家庭ですが、こども未来課の方でも養育支援事業を実施しております。保健

師・保育士が入って、対応を行っております。 

 

委員 

  もう少しがんばっていただきたいと思います。また、この先、小児科医は減っていくこ

とが見えておりますが、その対策を考えていただきたいと思います。 

 

 委員 

  学校教育の充実の特色ある学校づくり推進事業について、地域住民等の協力とあります

が、内容を教えていただきたいと思います。 

 

 事務局 

  各学校・園によって、様々なのですが、年配の方に遊びや地域の歴史、文化を教えてい

ただいたり、またゲストティーチャーとして来ていただき、国際協力や災害活動を一緒に

しております。 

 

 委員 

  もうすでに実施しているという解釈でいいのでしょうか。 

   

事務局 

  すでに実施しており、来年以降も実施していくことを予定しております。 
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 委員 

地域の方を呼びかける方法はどうされているのでしょうか。 

   

事務局 

  学校ごとによって、やり方は様々であります。学校長や園長の方から地域の自治会に声

をかけたり、保護者の方で得意な分野を活かしてもらったりしていただいていると思いま

す。 

 

 委員 

  養育支援訪問事業のことがありましたが、要保護の前の養育が必要な家庭がたくさんあ

ると思います。その辺りの事業がありますが、事業内容にないのでしょうか。 

 

 事務局 

  本日、紹介した取り組みは、あくまでも新規事業・主な事業になります。 

 

 会長 

  保育士就学支援事業についてですが、貸付ではございますが、市内の保育所で一定年数

勤めたら、給付という形をとっている他の市もあります。 

  また、いじめ等対策事業があります。いじめがなくならない現状に向き合っていく必要

があるのではないでしょうか。それに教師に対するケアについても考えていく必要もある

のではないでしょうか。その辺りを含めて、今後充実を図っていただきたいと思います。 

 

 ６．その他 

 

 事務局 

  委員の皆様の任期についてですが、平成 27年 4 月 1日からの 2年間であり、この 3月末

で任期満了となります。委員の皆様におかれましては、平成 27年度より子ども・子育て支

援新制度がスタートする中で、また、専門部会を設置するなどお世話をおかけしました。

ありがとうございました。 

  なお、本会議は、子ども・子育て支援事業計画が平成 31 年度までの計画であり、引き続

き、継続する必要がございます。つきましては、来年度も引き続き、今年度と同様の団体

よりご選出いただきたいので、お願いさせていただきたいと思います。 

  次回の第 17回の子ども・子育て会議の予定でございます。平成 29年度は子ども・子育

て支援事業計画の中間年でございます。中間年は、計画の見直しも可能な年とされており

ます。また、子ども・子育てに関する事業に関する平成 28年度の取り組み実績、平成 29

年度の計画につきましても、評価をお願いしたいと思います。次回は平成 29 年 5 月または

6月の開催を予定しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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会長 

  委員の方の任期が 2年間ということで、この会議が最後になる方、引き続きお願いした

い方もいらっしゃるかと思います。これまで長い間ありがとうございました。そして、こ

れからの方は、またよろしくお願いします。本日の会議は、これで終了とさせていただき

たいと思います。ご協力ありがとうございました。ひとつの区切りとなりましたので、大

変感謝しております。 

 

福祉部長挨拶【薗部部長より】  

  平成 28 年度におきましては、検討部会や視察、子ども・子育て会議と 9回の会議を開催

させていただき、皆さまにはご参加いただき、誠にありがとうございました。子育てしや

すいまちづくりを目指してやることによって、他市、他県からお越しいただける市にして

いきたいと思っております。承認いただいた松阪市立幼稚園・保育園あり方基本方針にあ

てはめますと、春日保育所、神戸保育園の改築がございます。統廃合という話がある中で、

0・1・2歳の 120 名の子どもを受け入れていこうと思っております。また、4月以降は、地

域にも入らせていただき、地域にあった幼稚園・保育園の整備をしていきたいと考えてお

ります。皆さまに協議いただいた方針をもとに子育て事業を進めてまいりたいと思います

の、今後ともよろしくお願いします。須永会長はじめ、副会長、委員の皆様には 2年間、

大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

＜閉会＞ 

 


